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1　   コリント教会への手紙のアウトライン 
　A：教会の問題についての対処 
　　  (1)教会の分裂について(1章10節～4章21節) 
        (2)教会の無秩序な状態について(5章1節～6章20節) 
 
   B：教会の質問に答える 
　　  (1)クリスチャンの結婚に関する教え(7章1節～40節) 
　　  (2)クリスチャンの自由に関する教え(8章1節～10章33節) 
　　  (3)礼拝に関する教え(11章1節～14章40節) 
　　  (4)復活に関する教え(15章1節～16章24節)

「コリント教会へのパウロの手紙」を読んでみよう

　　今日の聖書箇所：14章34節～40節1

2　　今日のポイント： 秩序の中で
　 (1)前回までの復習 
　　 コリント教会には様々な賜物を持っている方々が集まっていました。パウロは特に、公の礼拝で用い 
　 られていた｢異言｣や｢預言｣の賜物について語りました。預言や異言の賜物を否定するのではなく、教会 
　 を建て上げる為に用いるように指導しました。また、パウロは、信仰生活や教会生活ではバランスが大 
　 切な事を語り「霊において祈り、知性においても祈りましょう(新改訳)」と知的に(皆が分かる言葉で)祈っ 　　 
　 たり、賛美する事の大切さと、霊的に(創造主にのみ分かる言葉や思いで)祈ることの大切さを語りまし 
　 た。また、そのような混乱の中で、物事の判断は「子供のようであってはならず」と語り秩序とキリス 
    トの体を建て上げる為に判断するようにと語りました。

　 (2)男尊女卑ではありません(33節～40節) 
　　 34節はある意味、衝撃的な言葉でスタートしています「女は教会では、集会中、話をしないようにし 
　 なさい(妻たちよ、黙っていなさい/新改訳)」一見すると、女性批判のような言葉ですが、これは当時の 
　 教会内の現状を伝えている表現でもあります。当時のコリント教会では、女性(ここでは妻)が不適切な 
　 時に、度を過ぎた質問をしたり、度を越して発言したり、他の人と話をしたり、男性と論争を繰り広げ 
　 ていたようです。また、霊的賜物、特にここでは｢異言｣や｢預言｣の賜物を与えられていた妻たちが、教 
　 会の秩序を乱すような振る舞いをしていたようです。現代の教会では、時々見られる場面かもしれませ 
　 んが、当時の教会や当時のコリント地方の慣習や文化では、あまり好まれない姿で、教会を建て上げる 
　 よりは、教会が蔑まれる原因ともなりました。 
　　パウロは、霊的賜物が尊ばれ、またキリストの体である教会を建て上げる為に用いられるように、当 
　 時の教会の文化や秩序の中で、女性が活躍するように願い語った部分です。決して、パウロは教会内で
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　　パウロは創造主の聖霊様が与えてくださる霊的賜物の素晴らしさを語りながらも、それを①創造主の 
　栄光のために　②キリストの体である教会を建て上げるために　③キリストの体である教会の秩序の中 
　で用いることを14章で何度も語りました。それほど大切な事だという事です。 
　　私たちは、信仰生活を送る上で、どの秩序に従っているか、点検する事が大切です。信仰生活を送る 
　上で、自分の目に良い事にしたがているのか、それとも聖書に従っているのか。自分の感情や置かれて 
　いる状況に従っているのか、聖書に書かれている創造主の約束に従っているのかなどなど。私たちが従 
　うべき秩序を点検するとき、健全な信仰生活を送ることができます。 
　　

　　決して、女性の働きを蔑ろにしたり、卑下しているわけではありません。素晴らしい賜物にしても、女 
　　性の活躍にしても教会の秩序の中で行われるとき、それは美しいキリストの共同体を作り上げる事に 
　　なります。 

　　(3)本当の霊的人(37～40節) 
　　　 当時のコリント教会には、自分が「預言者、異言を語る事ができる特別な人」と思っていた人々が 
　　いたようです。預言や異言の賜物は他の賜物と同様に、創造主の聖霊様から与えられて、創造主の栄光 
　　のために、キリストの体である教会を建て上げるために用いられるもので、預言や異言で祈る事がで 
　　きる人が特別という訳ではありません。しかし、当時のコリント教会では、異言や預言の賜物ができ 
　　る人が特別視され、創造主の言葉は自分達だけに与えられ、自分達から出てくるかのように振る舞って 
　　いたのです。そして、教会の秩序を尊重せず、また教会が建て上げられる事を考えずに、自分達の名誉 
　　の為だけに動いていたのです。 
　　　その様な動きにパウロは釘を刺しました。37節後半で「私が今書いていること(霊的賜物は個人の益 
　　ではなく、教会を建て上げる為に用いる事や秩序に従って用いること)を、主からの命令だと思いなさ 
　　い。もし、そう思えない人がいれば、その人は創造主が決して特別な霊的賜物を与えられた人でも何 
　　でもない」と厳しい言葉で語りました。

　　分かち合ってみましょう
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